





Investigation into Positions of Kitchens in Houses





























































































































図９ 椙大生の実家の玄関の位置 図10 椙大生の実家の台所の位置
住宅における台所位置の実態調査
─ ─133
ここでの傾向を以下に示すと，
①プラン集やモデルハウスの間取りとほぼ同じ傾向を示していることがわかる。特に南
中の玄関の割合がどちらも多く，よく似ていることを印象付けている。図２よりも図
９が南中の玄関位置が増えているが，椙大生の実家が名古屋地域にあり，敷地に余裕
のある住宅が多いからであろう。
②図２に比べ，北中の玄関の数が減っている。これは，いくつかの理由が考えられるが，
次回の研究課題として手がけてみたいと思う。
③図３では，北東・東中の台所が66％を占めているが，図10では46％と20％も減少し
ている。その分北中・北西の北面，及び南西・南中・南東の南面の台所が10％ずつ増
えている。
④しかし，図３と図10では，東から北にかけての台所が多いことは同様の結果となった
と言えよう。
４．ま と め
現代の日本人はどんな間取りの住宅を建てようとしているのか。この研究では，ハウス
メーカーのプラン集を中心に調査分析を行った。調査・分析は玄関と台所に重点を置いた。
その結果，現代日本人は台所を通して間取りに次のような傾向を示していることがわかった。
①できるなら，玄関は南にもってきたいと思っている。
②できるだけ玄関のそばに台所を持って来たくない。
③台所は，北東角を中心とした東から北西にかけての方位を良し，としている。
今回は玄関との比較で台所を調査してみた。そこで，「玄関から遠い位置に台所を位置付
けたい」という事がわかったわけだが，これは単に玄関から離したいというだけでなく，
他の機能空間，食堂・居間・客間・家事室といった空間との取り合いから結果としてそう
なってくるのであろう。住宅における船長室は，舳先としての玄関からある間合いが必要
なのではなかろうか。
また，玄関は接する道路との関係で決まってくるが，台所は道路の方向に玄関ほど大き
な影響を受けていない。どこに道路があろうとも，台所は東から北西の方向に持っていこ
うという意識が大変に強いことが明らかになった。
従来，居間と食堂は，家の一番良い所に持っていき，台所は暗く寒い所に持っていく，
台所は冷遇されている，と言われて来た。しかし，今回の調査は，この考えでは判断でき
ない状況にある。日本人が今，台所を積極的な意志で位置付けていこうとしていることが，
今回の調査で明らかになったものと思う。
今後は，台所がどのような進化発展をするのかを，その機能の拡大を通して眺めてみた
いと思う。
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